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す。）
赴任直後で研究に必要なデータも揃わない中、今回の助成により科研費研究の開始前に研究実施環境を
整える事ができました。深くお礼申し上げます。また新しい研究テーマもはじめる事ができました。
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成果の概要 / 齋藤敬 

 

 

研究テーマ：機械的テイラーメイドリビング重合法によるユニフォームポリマー、コポリ

マーの創成 

本研究ではリビング重合を、ディスペンサー等を用い機械的にテーラーメイドで制

御する事により、分子量が完全に制御されたユニフォームポリマーを連鎖反応により

合成する事を目的としている。ユニフォームポリマーとは、DNA、タンパク質等の分

子量（鎖の長さ）が完全に均一な高分子であり、自然界には多数存在するが、人工的

な汎用高分子では、未だ存在しない。長年高分子化学者は、そのユニフォームポリマ

ーを合成しようと、研究を重ねてきており、リビング付加重合の誕生など、それに近づけ

るための合成法は目覚ましい進化を遂げているが、未だ汎用高分子でのユニフォームポリ

マー合成は達成されていない。本研究は、そのユニフォームポリマーを機械的に達成

しようという試みである。 

本研究の成果として、京都大学に赴任してきたばかりであったため、まずは研究設

備の充実、研究環境の整備にあたった。これにより、科研費研究の開始前に研究実施

環境を整えることができた。リビング重合に必要な重合設備、単量体の合成設備を整

え、まずは単量体の合成について進めた。今後はディスペンサー等を購入し、重合条

件を探索、テーラーメイド型の重合反応を進めていく。 

 

研究テーマ：海底プラスチック評価手法の開発 

新たなる研究テーマとして、海洋プラスチックの中でも、沿岸の海底に沈んでいる

プラスチックの分布状況、およびにその種類を同定するための研究も、今回助成金を

用いて進めることができた。特に海中ドローンを用いての海底プラスチックの測定に

成功し、分布状況の解析を進めた。今後は大阪湾での調査を本格化していく。 

 


